
武蔵野公園電気設備改修工事に関する工事説明会
（放送設備・照明設備）

日 時 令和７年３月１５日（土） １５時３０分〜１７時００分
会 場 野川公園自然観察センター
説明者 東京都西部公園緑地事務所工事課

次 第

１．開場 （１５時００分）
２．開会 （１５時３０分）
３．挨拶
４．内容説明
５．質疑応答
６．閉会 （１７時００分）



１ これまでの経緯

・R４年３月 武蔵野公園における放送設備・照明設備の整備工事に着手
・R４年４月 現場説明会【現地開催】

整備の必要性、工事概要説明 ※工事を中止
・R４年７月 事前説明会【現地開催】

整備の必要性、工事概要説明（再検討結果提示）
・R４年７月 工事説明会 ※コロナ蔓延のため中止
・R４年１２月 工事説明会【小金井市立南小学校】

整備の必要性、工事概要説明（再検討結果提示）
・R６年９月 オープンハウス【現地開催・パネル展示】

整備の必要性、工事概要説明（再検討結果提示）
生物多様性に関する整備内容説明
アンケート調査実施

・R７年３月 工事説明会【野川公園自然観察センター】
【今回】 整備の必要性、工事概要説明（再検討結果提示）



２ 工事概要

＜放送設備・照明設備整備工事の概要＞

工事概要：

①入口表示灯の更新（既存撤去・新設） １基
※新設する入口表示灯は非常用照明付き

②非常用照明灯の設置（既存撤去済・新設） ３基

③園路灯の灯柱交換（既存灯柱撤去・新設） ５基

④放送設備の設置（新設） ６基

その他付帯施設（ケーブル敷設等） 一式



①入口表示灯の更新と
非常用照明の設置

非常用照明の
設置イメージ

入口表示灯は、避難場所であることを明示す
るために、公園入口付近に設置するもので、
ソーラーパネルや蓄電池を備え、停電時でも照
明機能を確保することができます。
今回の整備では、既存の入口表示灯を撤去し、

周辺の明るさを確保するための非常用照明を共
架したタイプのものに更新します。（１か所）

入口表示灯

防災機能の
強化

②園路沿いへの非常用照明灯の設置

非常用照明は、避難者の安全・円滑な避難を
可能とするため、避難園路に設置するもので、
停電時にも照明が点灯するよう、蓄電池を備え
たものです。既存の園路灯を撤去し、新たに非
常用照明灯を設置します。（３か所）

防災機能の
強化

非常用照明灯

蓄電池を内蔵して
おり、充電がされ
ている状況では、

停電時でも
約７日間、点灯し

ます

３ 各施設の整備概要（１）



④放送設備の設置

公園を利用される方に、必要な案内（迷子・
落とし物等）や呼びかけ（気象災害時の避難
等）を行うことや、地震等の災害時の情報伝達
手段の確保を目的として、放送設備（スピー
カー）を設置します。（６か所）

防災機能の
強化

安全な公園
利用の確保

管理所（サービス
センター）に設置
した放送設備から
情報を発信します

③園路灯の灯柱交換

灯柱の根元部分が
腐食し劣化が進ん

でいる状況

公園の園路灯の一部について、老朽化により
根元部分が腐食し、劣化が進んでいることから、
同じ場所において、新しい灯柱に交換します。
（５か所）

園路灯

施設の
老朽化対策

放送設備は、別途
整備済の非常用発
電設備と接続し、
停電時にも使用可

能になります

４ 各施設の整備概要（２）

放送設備（スピーカー）



①入口表示灯の更新と非常用照明の設置
【今回工事】（既存撤去・新設）１か所

入口表示灯（設置済・今回整備対象外）
非常用照明灯（設置済・今回整備対象外）

み
は
ら
し
坂

②園路沿いへの非常用照明灯の設置
【今回工事】（既存撤去済・新設）

３か所

５ 各施設の整備箇所（１）



④放送設備の設置
【今回工事】（新設）６か所

はらっぱ・くじら山の自然環境保全
はらっぱやくじら山のエリアについては、
自然環境の保全に配慮し、放送設備の設置
は行いません。

６ 各施設の整備箇所（２）

③園路灯の灯柱交換
【今回工事】（既存灯柱撤去・新設）５か所



７ 非常用照明灯の整備箇所詳細

くじら山
はらっぱ

府中運転免許試験場トイレ

苗圃

南
小
学
校

＜凡例＞

非常用照明灯【今回工事】（既存撤去済・新設）３か所

園路灯（既設）

入口表示灯（既設）



８ 放送設備の整備箇所詳細（公園西側）
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＜凡例＞

放送設備【今回工事】（新設） ６か所（全体）

苗圃トイレ

支柱設置
見直し



９ 放送設備の整備箇所詳細（公園東側）

＜凡例＞

放送設備【今回工事】（新設）

６か所（全体）
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１０ 放送設備の音圧分布図

＜作成条件>
・直接音のみ。反射・遮蔽、空気による減衰、気象条件は考慮しない。
・スピーカーの仕様値から、中心線より±15度迄、±30度迄、±60度迄、
±90度迄毎に計算し算出している。



迅速な情報提供による来園者の安全確保や公園利用の適正化
地震等の災害時や大雨等の異常気象時における情報提供や、公園の利用案内等の

連絡事項を迅速に来園者に伝え、来園者の安全確保や適正な公園利用を図るため、
公園管理における情報伝達の手段として放送設備が必要です。

【災害時】
避難者（来園者）の安全確保を図るため、適切な誘導、公園内の被害状況や立入制限情報、

その他災害情報等（※）について、公園管理者が放送設備を用いて情報提供を行います。
※ 地震情報、市の避難所等の開設情報等、防災施設利用の案内、周辺救護活動状況など

【平常時】
来園者の安全確保や適正な公園利用を図るため、公園管理者が以下の情報提供行います
・異常気象による呼びかけ（熱中症警戒アラート、雷や大雨の注意報など緊急避難）
・迷子の呼び出し
・公園利用マナー向上と防犯の呼びかけ（テント設営、犬のノーリード、不審者等）
・駐車場利用者への案内（ライト点灯等、所有者の呼出し）、臨時駐車場閉鎖の呼びかけ
・緊急事態（事件・事故等）における公園利用者への連絡、注意喚起、その他

１１ 放送設備整備の必要性



①「はらっぱ」の保全
「はらっぱ」の自然環境を守るため、はらっぱの中への
放送設備（支柱・スピーカー設置、配線）の設置は行い
ません。

②工事施工における希少植物保全等への配慮
工事箇所については、事前に関係者と立ち合いの上、
確認する場を設けるなど、希少植物の保全等に配慮します。
また、園地の掘削・改変はできるかぎり最小限に留めます。

③希少生物等のモニタリング調査の実施
別途実施する生物多様性保全のための整備工事の実施に合わせ、
園内の希少生物等について、モニタリング調査を実施していきます。

１２ 自然環境に配慮した計画の見直し・今後の取り組み



１３ 今後のスケジュールについて

7月6月5月4月3月

工
事
説
明
会

■工事準備
・工事施工計画検討
・工程詳細検討
・資材準備 他

■工事施工
・入口表示灯の更新
・非常用照明灯の設置
・園路灯の灯柱交換
・放送設備の設置
・その他付帯施設


